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注認証番号の欄は，導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

（宛先）京都府知事 平成２３年７月之／日
住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地）

京都府城陽市富野荒見田８０番地

氏名（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）
サントリー食品工業株式会社宇治)11工場
代表取締役社長野口修
代理人宇治｣||工場常務取締役工場長塚本祐二

環境マネジメントシステムの名称 ＩＳＯ１４００１ 

適用範囲清涼飲料水、乳飲料の製造

導入年月日平成１５年３月２日

認証番号ＥＭＳ５０２９９１ 

基本方針

以下の4項目を環境マネジメントシステム（以下EMS）の推進によ
り実行：①省資源・省エネルギー②廃棄物の減量化・再資源化
③地球温暖化物質・地球汚染物質の排出抑制④グリーン購入の
推進

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

省エネルギー（ＣＯ２）
平成２１年度比１０％削減

廃棄物排出量の削減
平成２１年度比１０％削減（廃棄ペットボトル）
１００％再資源化維持

目標を達成するための取組の内容

省エネルギー（ＣＯ２）
ボイラー給水温度の昇温、排水調整槽ブロワーインバーター化。

廃棄物排出量の削減
欠減プロジェクトを発足し、廃棄ペットボトノレを削減。

目標を達成するための取組の進捗状況

省エネルギー（ＣＯ２）
ボイラー給水温度の昇温、排水調整槽ブロワーインバーター化を
実施済み。

廃棄物排出量の削減
欠減プロジェクトを発足し、廃棄ペットボトル削減活動に取り組
んだ◎ 

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

当初計画どおりに取り組んでいったが、大きな効果が得られず、
目標達成には至らなかった。

事業活動に係る法令の遵守の状況

関係法規の遵守状況について１ヶ月に１回の確認を行っている。
また、これまで違反及び行政当局からの指摘はなかった。

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

評価・見直しの必要性については、１年に１回マネジメントレ
ピューを実施している。
平成２１年度は、現行の取組内容により一定の成果が見られたこ
とから、平成２２年度も同一のシステムにより運用した。


